
『
樗
伽
経
』

に
お
け
る
唯
心

(
菅
)

『楊
伽

経
』
に
お
け
る
唯
心

菅

英

尚

蘭

序

『
樗
伽
経
』
は
中
期
大
乗
経
典
の
重
要
な
経
典
の

一
つ
で

あ
り
、
五
法

・
三
性

・
八
識

・
二
無
我
を
始
め
、
如
来
蔵

・
自
内
聖
智

と
い
つ
た
様

々
な
教
説
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
採
り
上
げ
る
唯
心

も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
五
法

・
三
性

・
八
識

二
無
我
が
部
分
的
に
説

か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
如
来
蔵

自
内
聖
智

・
唯
心
は
経
典
全
体

を
通
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
様

々
な
教
説
の
根
底
に
あ
る
も

の
は
心
で
あ
る

こ
の
心
の
問
題
を
、
先
に
は
遍
知

〈
p
a
r
i
j
n
a

>
・
慧

〈p
r
a
j
n
a

〉
・
識

く
v
i
j
n
a
n
a

〉
・
智

〈
j
n
a
n
a

〉
と
い
つ
た

<〈
j
n
aの
類

(
1
)

語
を
中
心
に
し
て
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は

『
華
厳
経
』
の
三
界
唯
心
の

文
に
始
ま
る
唯
心
説
が
、
『
樗
伽
経
』
で
は
い
か
よ
う
に
説

か
れ

て
い

る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

一
一

心

の
分
類

唯
心
の
心
が
い
か
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
か
と
い

う
に
、
『
樗
伽
経
』
で
は
種
々
な
形
で
説
か
れ
て

い
る
が
、
大
略
、
次

の
三
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(1)

心
に
よ
つ
て
業
が
積
集
さ
れ
、
智
に
よ
つ
て
離
散
す
る
。
慧
に
よ
つ
て

無
相
と
自
在
と
を
証
得
す
る
。

心
は
境
に
縛
さ
れ
、
智
は
覚
想
に
お
い
て
生
起
す
る
。
無
相
と
殊
勝
と
に

(2
)

お
い
て
、
実
に
、
慧
が
生
起
す
る
。

こ
れ
は

一
般
的
な
、
総
括
的
な
意
味

で
の
心
で
あ
り
、
智
や
慧
と
関

連
し
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

(2)

心
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
で
あ
り
、
思
量
の
性
質
を
有
す
る
も
の
が
意
で
あ

(3
)

る
。
諸

々
の
境
を

と
る
も

の
が
、

実
に
、

識
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
。

心
に
よ

つ
て
身
体

が
執
持

さ
れ
、
実

に
、
意
は
常

に

思
量

す

る
。

(
意
)

(
4
)

識
は

(五
)
識
と
共
に
心
の
境
を
分
析
す
る
。

こ
れ
は
心
意
識
と
並
べ
て
称
さ
れ
る
も
の
で
、
八
識
説
の
第
八
識
で

あ
る
ア
ー
ラ
ヤ
識
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
心
と
意
と
識
、
更
に

は
識
を
意
識
と
前
五
識
に
分
け
て
、
夫

々
の
意
味
内
容
を
述
べ
て
い
る

が
、
『唯
識
三
十
頗
』
の
如
き
明
確
な
定
義
を
述

べ
る
ま

で
に
は
至
つ

て
い
な
い
。

(3
)
心
が
現
わ
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
遍
知
し
な
い
か
ら
、
分
別
が

二
種
に
生
起
す
る
。
心
が
現
わ
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
遍
知
す
る
か

(
5
)

ら
、
分
別
が
生
起
し
な
い
。
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人

々
の
識

は
身
体

と
受
用
と
依

処
と
し
て
顕

現
す
る
。

そ
れ
故

に
、
そ
の

(6
)

生
起
は
波
と
倶
な

る
如
く
現
わ
れ
る
。

ア
ー

ラ
ヤ
識

が
自
ら

の
心
が
現

わ
し
出
し
た
身
体

と
依
処

と
受
用
と
い
う

(7
)

対
象
を

一
時
に
現
わ
す
如
く
…
…

こ
れ
は
認
識
の
構
造
を
示
す
も
の
で
、
心
と
識
と
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
が

同
じ
意
味

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
外
界
の
も
の
は
、
自
ら
の
心

・
識

・

ア
ー
ラ
ヤ
識
が
現
わ
し
出
し
た
も

の
で
あ
る

と
か
、
或

い
は
、
こ
の

心

・
識

・
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
身
体
と
受
用
と
依
処
と
し
て
現
わ
し
出
し
た

も
の
で
あ
る
、
と
説
き
、
唯
の
語
は
な
い
が
、
唯
心
説
の
内
容
と
同
じ

も
の
で
あ
り
唯
心
の
基
本
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

三

三
界
唯
心

か
よ
う
な
心
を
内
容
と
し
な
が
ら
、
『
華
厳
経
』

の
三
界
唯
心
の
文
を
継
承
し
て
、
『
樗
伽
経
』
も
次
の
様
に
三
界
唯

心

を
説
く
。

鯵

こ
の
三
界
に
属
す
る
も
の
は
、
こ
れ
心
の
み
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

〈
c
i
t
a
m
a
t
r
a
m
 
i
d
a
m
 
y
a
d
 
i
d
a
m
 
t
r
a
i
d
h
a
t
u
k
a
m

〉

く
冷
三
界

に
属
す

る
も
の
は
、

こ
れ
自

ら
の
心
の
み

か

ら
な

る
も

の

で

あ

(
8
)

る
。
〈
s
v
a
c
i
t
t
a
m
a
t
r
a
m
i
d
a
m
t
r
a
i
d
h
a
t
u
k
a
m

〉

こ
の
他

に
、
三
界
唯
心
の
文
に
類
似
し
た
用
例
が
あ
り
、
次
の
二
種

(
9
)

に
ま
と
め
ら
れ
る
。

(1)
は
、
「
三
界
に
属
す
る
も
の
は
、
心
の
み
か
ら
な

る
も
の
で
あ

る
。
」
と
い
つ
た
用
例
で
、
『
華
厳
経
』
の
表
現
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

(2)
は
、
「
三
界
に
属
す
る
も
の
は
、
自
ら
の
心
が
現
わ
し
出

し
た
も
の

の
み
で
あ
る
。
L
と
い
つ
た
用
例
で
、
自
ら
の
心
が
現
わ

し
出

し
た
も

の
、
識
ら
し
む
る
も
の
、
分
別
す
る
も
の
、
と

い
つ
た
語
句
の
加
わ

つ

た
表
現
で
あ
る
。

こ
れ
は
三
界
と
心
と
の
関
係
、

い
い
か
え
れ
ば
、
主

観
と
客
観
と
の
媒
介
と
な
る
要
素
、
認
識
の
構
造
を
明
す
要
素
の
加
わ

つ
た
表
現
で
あ
り
、
内
容
の
展
開
が
み
ら

れ

る
。
『
華
厳
経
』
や

『
十

地
経
論
』
に

「作

・
所
為
」
と
い
つ
た
語
句
の
付
加
さ
れ
た
訳
語
が
み

ら
れ
る
が
、
『
樗
伽
経
』
で
は
か
よ
う
な
語
句
を
必
要

と
す
る
表
現
の

方
が
多

い
。
又
、

〈c
i
t
t
a
m
a
t
r
a

〉
や

〈p
r
a
j
n
a
p
t
i
m
a
t
r
a

〉
の
如
き
中

観
仏
教

に
用

い
ら
れ
た
も

の
と
、
<<
v
i
j
n
a
p
t
i
m
a
t
r
a

〉
や

く
v
i
k
a
l
p
a
-

m
a
t
r
a
〉
と
い
つ
た
喩
伽
唯
識
の
用
語
と
の
双
方
が
用

い
ら
れ
、
中
観

か
ら
喩
伽
唯
識

へ
の
教
学
の
展
開
の

一
面
も
窺
え
る
。

四

唯
心

『
樗
伽
経
』
で
は
、
唯

心
を
自

心
所
現

・
唯
自

心
所

現

・
唯
心
と
い
つ
た
術
語
で
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、

唯
心
よ
り
も
、
自
心
所
現
、

唯
自
心
所
現
の
用
例
の
方
が
多
い

(1)
自

心
所
現

〈
s
v
a
c
i
t
a
d
r
s
y
a

〉
の
用
例

に

は
、
〈
s
v
a
c
y
a
-

『
娚
伽
経
』

に
お
け
る
唯
心

(
菅
)
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『
樗
伽
経
』

に
お
け
る
唯

心

(
菅
)

(10
)

A
-
B
-

と
い
つ
た
合
成
語
が
多
い
。

A
は
、
分
別

く<
v
i
k
a
l
a
p
a

外

界
の
も

の
の
無

〈b
a
h
y
a
b
h
a
v
a
b
h
a
v
a

〉
・
幻

〈
m
a
y
a
〉
・
迷
乱

〈b
h

r
a
n
t
i

>
・
対
象

・
境
界

・
行
境

〈
v
i
s
a
y
a
,
 
a
r
t
h
a
,
 
g
a
t
i
,
 
g
o
c
a
r

〉
と
い

つ
た
語
句

で
、
自
ら
の
心
が
現
わ
し
出
し
た
対
象
の
状
態
や
有
様
を
説

明
す
る
も

の
で
あ
る

更
に
B
が
付
加
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
は

か
よ
う
な
内
容
を
覚
証
す
る
、
し
な
い
と
い
つ
た
判
断
で
あ
る
。
自
心

所
現
は
、
虚
妄
な
る
世
界
と
、
虚
妄
な
る
世
界
の
様
態
、
唯
識
の
三
性

説
で
い
う
依
他
と
遍
計
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

こ
れ
は
虚
妄
な
る
三
界

の
有
様
で
あ
り
、
『華
厳
経
』
の
三
界
唯
心
の
内
容
を
敷
術

し
た
も

の

と
い
え
る
。
三
界
は
自
ら
の
心
が
現
わ
し
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
在
り
方
を
愚
か
な
人
々
は
覚
証
し
て
い
な
い
の
で
あ

つ
て
、
そ

れ
を
覚
証
す
れ
ば
、
分
別
は
生
起
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
依
他

・

遍
計

・
円
成
の
名
称
を
使

つ
て
い
な
い
が
、
ま
さ
し
く
三
性
説
と
同
じ

内
容
で
あ
る
。

(2)
 唯
自

心
所
現

〈
s
v
a
c
i
t
t
a
d
r
s
y
a
m
a
t
r
a

〉
の
用
例
は
、
自
心
所
現
と

比
較
す
る
と
、
A
が
省
か
れ
、
唯

〈
m
a
t
r
a

〉
が
付
加

さ
れ
て
、
B
の

(11
)

判
断
を
表
わ
す
語
句
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
用
語
例
は
少
し
異
つ
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
示
す
内
容
は
同

じ
も

の
で
、
『唯
識
二
十
論
』
に
い

う

「
唯
は
境

の
無

で
あ
る
」
と
い
つ
た
如
き
、
強

い
意
味
は
み
ら
れ
な

い
。

(12
)

自
心
の
分
別
で
あ
る
こ
と
を
遍
知
し
な
い
か
ら
分
別
が
生
起
す
る
。

心
の
所
現
で
あ
る
こ
と
を
遍
知
し
な
い
か
ら
、
分
別
が
二
種
に
生
起
す

(5
)

る
。自

心
所
現
の
外
界
の
境
を
遍
知
す
る
か
ら
、
無
始
時
来
の
戯
論
の
麓
重
の

習
気
の
因
を
滅
し
、
大
慧
よ
、
分
別
の
所
依
を
転
ず
る
こ
と
が
解
脱
で
あ

(
13
)

り
、

滅
で

は
な

い
。

バ
ラ
モ
ン
よ
、

唯
自
心
所
現
を
覚

証
し
な

い
か
ら
、
分
別
が
生
起
す
る

の

(14
)

で
あ
つ
て
、
外
界
の
も
の
を
了
得
す
る
か
ら
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
自
心
と
心
の
所
現
と
自
心
所
現

と
唯
自
心
所
現
と
は
同

じ
内
容
で
あ
る
。
求
那
蹟
陀
羅
訳
に
お
い
て
、
唯
心
を
心
量
と
訳
し
た

の
は
、

こ
の
点
を
意
趣
し
た
も
の
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
唯
よ
り
も
む
し
ろ
合
成
語
と
し

て
付
加
さ
れ
た
B
に
重

点
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
了
得
す
る

〈
a
d
h
i
g
a
m
a

〉
・
確
証

す
る
。

し
な
い

〈
a
v
a
d
h
a
r
a
n
a
,
 
a
n
a
v
a
d
h
a
r
i
n
a

〉
・
了
達
す
る
、
し
な
い

く
a
v
a
-

t
a
r
a
,
 
a
n
a
v
a
t
a
r
a

〉
・
覚
証
す
る
、

し
な

い
a
v
a
b
o
d
h
a
,
 
a
v
a
b
-

n
a
,
 
a
n
a
v
a
b
o
d
h
a

〉
・
安
立
す
る

〈
a
v
a
s
t
h
a
n
a

〉
・
遍
知
す
る
、
し
な
い

〈p
a
r
i
j
n
a
,
 
a
p
a
r
i
j
n
a

〉
・
善
知
し
な
い
a
k
u
s
a
l
aと
い
つ
た
語
句
で

(11
)

あ
る
。

自
心
所
現
、
唯
自
心
所
現
の
内
容
を
覚
証
す

れ
ば

(
B
の
プ
ラ
ス
面
)
、

一
切
法
の
真
実

の
在

り
方
を
見
、
如
来
蔵
仏
地

へ
趣
入

し
、
自
内
聖

智
、

二
無
我
を
証
得
す
る
、
と
悟
り
の
世
界
に
至
る
こ
と
を
説
い
て
い

る
。
愚
か
な
人
々
は
こ
の
こ
と
を
覚
証
し
な
い

(
B
の
マ
イ
ナ
ス
面
)
か

ら
、
分
別
が
生
起
し
、
有
無
の
二
見
に
堕
す
る
、
と
迷
い
の
世
界
に
陥

る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
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こ
の
自

心
所
現
と
唯
自
心
所
現
と
を
覚
証
す
る
方
法
が
、
菩
薩
の
修

行
で
あ
り
、
(
1
)
自
心
所
現
を
修
習
す
る
こ
と
、
(
2
)
生
住
滅
の
見
を
遠
離

す
る
こ
と
、
(
3
)
外
界
の
も
の
の
無
を
観
察
す
る
こ
と
、
(
4
)
自
内
聖
智
の

(15
)

証
得
を
楽
求
す
る
こ
と
、

の
四

つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
親
の
唯
識
の
三

部
作
と
深

い
関
わ
り
を
も

つ
て
い
る
。
自
心
所
現
の
修
習
を

『
三
性

論
』
に
、

生
住
滅
の
見
の
遠
離
を

『
三
十
頗
』
に
、
外
界
の
も
の
の
無

の
観
察
を

『
二
十
論
』
に
、
夫

々
対
応
す
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、

世
親
と

『
樗
伽
経
』
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。

㈹
唯
心

か
く
し
て
自
心
所
現
、
唯
自
心
所
現
な
る
こ
と
を
覚
証
し

た
内
容
は
、
悟
り
の
世
界
で
あ
り
、
唯
心
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
唯
心

を
、
真
如

と
空
性
と
本
際
と
浬
繋

と
法
界

と
意
生
身

と
、
更

に
は
無

(
16
)

心

・
不
生

し
中
道
と
同
義
語
で
あ
る
と
説
き
、
悟
り
の
世
界
の
様

々
な

内
容
を
、

『樗
伽
経
』
に
説
か
れ
る
諸
々
の
教
説
の
根
底

に
あ

る
心
の

問
題
に
帰
趨

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
き
、
自
心
所
現
や
唯
自
心
所
現
の
心
と
、
唯
心

の
心
と
の
内
容
に
は
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「知
が
所
縁

の
境

(
17
)

を
認
識
し
な
い
と
き
…
…
無
分
別
の
知
を
獲
得
す
る
」
と
入
無
相
方
便

相
を
説
く
箇
処
に
お
い
て
、
知
か
ら
無
分
別
の
知

へ
の
質
的
な
転
換
が

み
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
説
示
さ
れ
る
内
容
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
自
心

所
現
、
唯
自
心
所
現
の
心
か
ら
唯
心
の
心

へ
の
転
換
、
知
か
ら
無
分
別

知

へ
の
転
換
は
、
『
樗
伽

経
』
の
説
き
方
の
特
徴
と
も
い
え
る
。

五

結
び

上
来
、
『
樗
伽
経
』
の
唯
心
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、

そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

心
の
意
味
す
る
内
容
は
、

一
般
的
な
意
味
で
の
心
を
始
め
と
し
て
、

八
識
説
を
立
て
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
も
同
義
に
用

い
ら
れ
、
更
に
は
認
識

の
構
造
を
示
す
箇
処
も
み
ら
れ
、
唯
心
説
の
基
本
が
見
い
出
さ
れ
る
。

三
界
唯
心
に
お
い
て
も
、
単
な
る
主
観
と
客
観

の
問
題
か
ら
両
者
の
関

係
や
構
造
を

一
層
明
確
に
す
る
用
例
が
多
く
な
り
、
ま
た
中
観
か
ら
唯

識

へ
の
教
学
の
展
開
の
途
上
に
あ
る
と
も

い
え

る
。
唯
心
を
自
心
所

現
、
唯
自
心
所
現
、
唯
心
の
語
で
説
明
し
、
そ

の
意
味
す
る
内
容
は
三

性
説
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
自
心
所
現
と
唯
自
心
所
現
と
は
同
じ
内
容

で
、
虚
妄
な
る
世
界
と
そ
の
様
態

(依
他
と
遍
計
)
と
を
示
し
、
唯
心
は

自
心
所
現
と
唯
自
心
所
現
と
を
覚
証
し
た
悟
り

の
世
界

(円
成
)
を
意

味
し
て
い
る
。

1

『
樗
伽
経
』
に
お
け
る

<<旨
91>
の
類
語

(『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究

所
紀
要
』
第
19
集
昭
55
・
9
)
 
2
 
南
条
文
雄
校
訂
『梵
文
入
樗
伽
経
』
悩

頁
、
3
0
2
頁
 
3
 
同
2
7
8
頁
 
4
 
同
謝
頁
 
5
 
同
悩
頁
、
祖
頁
、
紹
頁
、
路

頁
 
6
 
同
47
頁
 
7
 
同
64
頁
 
8
 
同
80
頁
 
9
 
同
80
頁
、
1
6
8

頁
、
1
8
6

頁
、
2
0
8
-
2
0
9

頁
、
2
1
2
-
2
1
3

頁
、
2
1
8
頁
、
2
7
0
頁
、
2
7
4
-
2
7
5

頁
 
10
 
同
40
頁
、
43

頁
、
45
頁
、
49
頁
、
68
頁
、
90
頁
、
1
2
7
頁
、
1
5
9
頁
、
1
7
6
頁
、
1
8
5
頁
、
2
2
5
頁
、

233
-
2
3
4
頁
 
11
 
同
9
頁
、
40
頁
、
43
頁
、
51
頁
、
72
頁
、
90
頁
、
1
0
4
頁
、

112
頁
、
1
1
5
頁
、
1
2
3

頁
、
1
4
0
頁
、
1
5
0
-
1
5
1

頁
、
1
7
0
頁
、
1
7
6
-
1
7
7

頁
、
1
8
4
頁
、
2
0
8
-
2
0
9

頁
、
2
1
3
-
2
1
4

頁
 
12
 
同
2
3
4
頁
 
13
 
同
2
3
3
頁
 
14
 
同
1
7
7
頁
 
15
 
同
79

1
80
頁
 
16
 
同
1
5
3
-
1
5
4

頁
、
3
1
0
-
3
1
1

頁
、
3
2
5
-
3
2
6
頁
 
17
 
同
1
6
9
-
1
7
0

頁

(種
智
院
大
学
講
師
)

『
榜

伽
経
』

に
お
け
る
唯
心

(
菅
)
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